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４:その他・所感
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その他（社会現象を創出）

Go To Eatキャンペーンは開始直後から各メディアで取り上げられたことで、全国的に大きな
反響を生みました。

関連報道の中でも、特に国内でも人気の回転寿司、和食、ファミレス、焼肉各チェーン店の
利用動向が利用者にとっても興味関心が高く、情報番組やニュースで頻繁に取り上げられた
ことも相乗効果となり、大きな社会現象を巻き起こしました。 
人気のお店で利用できるいうメリットに加え、本キャンペーン用に開発を行った独自のポイント
還元システムによりスピーディ且つスムーズな利用を後押ししました。 
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 事業全体の波及効果、ポイントの早期付与及び利用促進において、オンライン予約事業者として一定の役割を果たすことができました。

 定期的なポイント保有利用者に対する利用期限告知や利用促進用のDM配信といった属性をセグメントした施策効果もあり、ポイント

付与数に対する利用率は97％以上と給付金を有効活用し市場を盛り上げることができました。

 キャンペーン認知拡大と利用促進においては、飲食事業者の中でも特に利用者の認知度や利用頻度の高い人気回転寿司や焼肉、

和食、ファミリーレストラン等、各業態の核となる企業との取引実績、信頼関係がベースにあったことで、情報波及効果の高い加盟店が

開始直後から（2ヶ月間で全加盟店の約80％が）参画し、スピーディなポイント付与の原動力となりました。

 人気店でポイントが得られ、利用できるとした生活者にメリットある情報がテレビや新聞、雑誌等マス媒体で露出すると同時に、コロナ禍

で若年層を中心に利用増加傾向にあったSNSや動画配信サイト内において、関連投稿が多数行われた事も追い風となりました。

 ポイント付与では、オンライン予約後、利用者が店を訪れ、会計を行うことで初めてポイントが付与される仕組みを構築致しました。

 SMS認証端末から利用者がレシートを専用ページにアップロードし、AIが自動で画像を解析、会計金額に応じたポイントが付与される

ことで、オンライン予約のみを済ませ、実際には店頭に足を運ばずともポイントを得る、または実際に支払った利用金額以上のポイントを

得るといった不正行為の防止に効果を発揮しました。

 不正防止対策は、加盟店側のロスも回避できる側面もあり、厳格な不正防止対策を実装した弊社システムは小規模の加盟店にとっ

ても安心してキャンペーンに参加できる動機付けになりました。その結果、3,700店以上の加盟につながったものと考えられます。

所感


